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5
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三
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頁
　
二
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一
四
年
三
月

　
　
　
　
思
文
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山
山
版
　
税
別
六
五
〇
〇
円
）

　
　
　
（
佐
藤
稜
介
　
京
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学
大
学
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・
環
境
学
研
究
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士
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期
課
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上
杉
和
央
著

『
地
図
か
ら
読
む
江
戸
時
代
』

　
江
戸
時
代
に
限
る
と
は
い
え
、
日
本
図
の
流
れ

を
新
書
で
読
め
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
織
田
武
雄

先
生
が
講
談
社
現
代
新
書
で
『
地
図
の
歴
史
　
日

本
篇
喚
（
～
九
七
一
年
）
を
出
し
て
以
来
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
本
書
は
単
な
る
日
本
図
の
流
れ
で
は
な

い
。
「
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
日
本
図
や
そ
の
作

製
に
携
わ
っ
た
人
々
に
焦
点
を
当
て
、
時
期
ご
と

に
ど
の
よ
う
な
日
本
図
が
流
布
し
て
い
た
の
か
、

そ
し
て
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
日
本
像
が
読
み
取

れ
る
の
か
」
（
二
一
七
頁
）
を
主
眼
に
置
き
、
伝

統
か
ら
の
脱
却
、
～
七
世
紀
前
半
の
日
本
像
、
江

戸
時
代
中
期
の
日
本
図
、
地
図
を
正
す
、
新
た
な

日
本
像
の
展
開
、
の
五
章
で
そ
れ
が
展
開
さ
れ
る
。

　
従
来
、
江
戸
時
代
の
日
本
図
を
語
る
に
は
、
幕

府
翠
煙
本
図
と
伊
能
図
、
前
代
の
地
図
作
製
者
で

あ
る
行
基
（
行
基
が
日
本
図
を
製
作
し
た
か
ど
う

か
の
議
論
は
さ
て
お
き
）
、
江
戸
時
代
中
期
に
お

け
る
石
川
流
宣
、
そ
し
て
後
期
の
長
久
保
赤
水
を

軸
に
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ

に
加
え
て
上
杉
氏
は
、
自
身
の
研
究
成
果
（
『
江

戸
知
識
人
と
地
図
漏
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

〇
一
〇
年
）
に
基
づ
き
、
森
幸
安
と
小
津
栄
貞

（
本
居
宣
長
）
を
加
え
て
論
じ
る
（
第
四
章
）
ほ

か
、
地
図
を
介
し
た
当
時
の
知
識
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。
確
か
に
、
森
と
本

居
か
ら
は
、
日
本
図
製
作
に
対
す
る
思
想
的
な
背

景
を
看
取
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
ら
の
製
作
し
た
日
本
図
は
手
描
き
図
で
あ
り
、

巷
問
に
出
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で

は
、
「
流
布
扁
と
は
言
い
難
く
、
世
間
一
般
が
認

識
し
て
い
た
日
本
図
（
像
）
で
は
な
い
。
た
だ
、

日
本
図
作
製
に
携
わ
っ
た
人
物
を
広
く
紹
介
す
る

こ
と
は
、
意
義
を
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
地
図
製
作
と
い
え
ば
、
カ
ル
ト
グ
ラ
フ

ァ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
板
元
に
つ
い
て
論
じ
る
の

は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
流
皆
目

本
図
（
『
本
朝
図
鑑
綱
目
漏
）
の
板
元
網
羅
屋
太
兵

衛
、
赤
水
日
本
図
（
噸
改
正
日
本
輿
地
路
程
全

図
聴
）
の
板
元
浅
野
（
藤
麗
）
弥
兵
衛
を
取
り
上

げ
、
臼
本
図
に
限
ら
ず
、
世
界
図
を
視
野
に
入
れ

て
、
販
売
戦
略
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
に
よ
っ

て
、
当
時
の
目
本
図
も
含
め
た
地
図
の
流
れ
が
、

よ
り
理
解
を
図
れ
る
の
で
あ
る
。
浅
野
と
赤
水
の

繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
浅
野
は
赤
水
日
本
図
の

他
に
、
『
大
日
本
国
指
掌
図
幅
や
異
な
る
日
本
図

の
板
木
株
を
取
得
し
て
い
る
（
噸
文
化
九
年
板
木

総
目
録
蝕
）
。
こ
の
こ
と
を
言
及
す
る
必
要
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
些
か
論
旨
が
飛
躍
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
点

も
散
見
さ
れ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
、
日
本
図
に

関
わ
っ
て
、
気
に
な
っ
た
点
を
数
カ
所
あ
げ
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
Q

　
～
つ
は
、
「
流
宣
日
本
図
が
刊
行
さ
れ
た
後
、

北
以
外
を
上
と
し
た
構
図
を
持
つ
日
本
図
は
現
れ

な
く
な
っ
た
。
（
略
）
流
宣
日
本
図
の
イ
メ
ー
ジ

が
社
会
に
定
着
し
た
結
果
、
日
本
図
の
北
は
上
と

い
う
暗
黙
の
理
解
が
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
意
外
に
注
嗣
さ
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
が
、

日
本
像
の
展
開
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
変
化
」

（～

O
〇
頁
）
と
す
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
本
書
所
収
の
林
子
平
の
咽
三
国
通

覧
輿
地
路
程
金
図
』
は
刊
記
か
ら
す
れ
ば
東
が
上

で
あ
り
、
翠
堂
廊
の
『
臼
本
輿
地
金
図
聴
（
嘉
永
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介紹

七
年
）
そ
し
て
勝
義
邦
の
識
語
を
持
つ
『
大
日
本

国
沿
海
略
図
』
（
慶
応
三
年
）
は
南
を
上
と
す
る

日
本
図
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
伊
能
図
が
「
書
物
奉
行
に
よ
っ

て
厳
重
に
管
理
さ
れ
」
「
伊
能
図
は
社
会
に
流
布

し
て
は
な
ら
ず
」
と
、
秘
匿
に
つ
い
て
ふ
れ
る
が

（
二
〇
九
頁
）
、
萩
藩
全
域
を
描
く
毛
利
家
旧
蔵

の
大
図
七
枚
（
山
口
県
立
文
書
館
蔵
）
の
ほ
か
、

本
書
で
取
り
上
げ
る
徳
島
蜂
須
賀
家
旧
蔵
申
図

（
図
5
1
9
）
な
ど
、
大
名
家
に
写
本
類
が
遺
さ

れ
て
い
る
例
は
少
な
く
な
い
。
と
な
る
と
、
為
政

者
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
の
目
に
ふ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
『
日
本
臨

に
「
日
本
人
作
成
に
よ
る
原
図
お
よ
び
天
文
観
測

に
基
づ
く
日
本
国
地
図
」
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
も
う
一
点
。
行
基
図
の
形
態
か
ら
脱
却

し
た
『
扶
桑
国
之
図
』
（
図
3
－
2
）
に
つ
い
て

で
あ
る
。
『
扶
桑
国
之
図
騙
は
、
寛
文
二
年
（
一

六
六
二
）
に
京
都
の
伏
見
屋
が
刊
行
し
た
図
が
そ

の
最
初
と
さ
れ
て
き
た
（
拙
著
『
日
本
古
地
図
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
臨
で
も
そ
れ
を
採
用
し
た
）
が
、
そ

れ
に
先
立
つ
『
扶
桑
国
之
図
』
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
「
明
暦
三
歳
丁
半
二
月
吉
辰
」
の
年
記
を
有

し
、
「
板
本
江
戸
日
本
橋
中
野
太
郎
右
衛
門

判
行
」
と
す
る
図
で
あ
る
。
こ
の
図
の
存
在
に
つ

い
て
は
、
以
前
に
上
杉
氏
に
語
っ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
ち
ら
の
思
い
過
ご
し
で
あ

ろ
う
か
。
拙
著
を
訂
正
で
き
て
い
な
い
責
も
痛
感

し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
（
新
書
判
　
二
四
〇
頁
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〇
一
五
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九
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筑
摩
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九
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〇
円
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物
館
・
学
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誌
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学
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五

史
加
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史
創
研
究
A
耳
）
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ハ

経
済
研
究

信
轟
恢
（
信
濃
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学
会
）
よ
ハ
七
－
一

日
本
歴
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（
日
本
歴
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学
会
）

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）

立
命
館
産
業
社
会
論
集

　
会
）
五
一
i
二

　
　
編
集
後
記

一
月
｝
八
日
～

一
月
二
五
日
）

（～

ｴ
大
学
経
済
研
究
所
）
六
六
－
四

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
八
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
九

　
　
　
　
　
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
史
林
九
九
巻
二
号
を
お
送
り
し
ま
す
。
今
号
は

論
説
・
ノ
ー
ト
・
書
評
・
紹
介
と
多
彩
な
内
容
と

な
り
ま
し
た
。
御
味
読
下
さ
い
。

　
史
料
の
真
贋
区
別
は
、
史
料
批
判
の
中
で
も
基

本
中
の
基
本
で
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
贋
作
も

非
常
に
精
巧
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
、
わ
た

く
し
が
取
り
扱
っ
て
い
る
中
国
古
代
の
木
簡
・
竹

簡
の
贋
作
の
申
に
は
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
を

ク
リ
ア
し
て
し
ま
う
も
の
す
ら
あ
る
そ
う
で
す
。

所
詮
は
い
た
ち
ご
っ
こ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
う
し
た
贋
作
を
排
除
す
る
た
め
の
方
法
論
、
さ

ら
に
は
贋
作
そ
の
も
の
が
生
み
出
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
モ
ラ
ル
の
確
立
が
ま
た
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
律
之
）
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史
学
研
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ド
レ
ス
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京
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学
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学
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学
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五
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事
長
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京
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市
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田
二
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社
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